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令和元年度「全国地域づくり人財塾」修了生の地域づくり活動調査報告 
 
令和元年度 全国地域づくり人財塾修了生 地域づくり活動調査 
 「全国地域づくり人財塾」の修了者が研修終了後に地域においてどのような思いや悩み

をもって活動しているかについてアンケート調査を実施した。 
調査期間：2019 年 9 月 12 日～2019 年 10 月 4 日 
調査対象：全国地域づくり人財塾修了生（平成 27 年度 JAMP 修了生～令和元年度 JIAM

修了生） 
調査目的：今後の人財塾運営におけるカリキュラム・日程の参考及び改善点の把握のた

め。 
調査方法：受講時に収集したメールアドレス宛に、価値総合研究所または総務省から修了

生にメールにて調査票（Excel）を配布、メールにて回収 
調査対象数 ：550 名 
有効回答数 ：141 名 
調査票回収率：25.6% 
質 問 項 目 ：１．回答者プロフィール 

２．人財塾の受講理由 
３．受講による意識の変化 
４．受講による行動の変化 
５．受講意欲が高まる仕組み 
６．受講成果を活かして取組を改善、新たに計画・取り組んだ地域活動（記

述方式） 
７．地域活動の実施の有無 
８．地域活動で感じている問題・課題 
９．地域活動のモチベーション維持に向けた人財塾の場の活用 
10．今後受講したい研修 
11．さらに受講したいと考える研修や人財塾に求めるサポート等（自由回

答） 
 
（参考）前回（平成 27 年度）調査 
調査期間：2015 年 8 月 26 日～2015 年 9 月 30 日 
調査対象：全国地域づくり人財塾修了生（平成 24 年度までに実施された「地域づくり人

育成講座」を含む。自治大学校における政策専門課程の研修生を除く） 
調査方法：関係市町村及び関係法人の人事担当を通じて調査票を配布、回収 
調査対象数：639 名 
有効回答数：346 名 
調査票回収率：54.1% 

資料４ 
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調査結果概要： 
 受講後、「意識の変化があった」と回答した者は 97.2%、「行動の変化があった」と回

答した者は 73.8%となっており、多くの受講者に意識・行動の変化を促している。 
 意識の変化から行動の変化へと結びつけるための検討が必要である。 
 前回の調査と比較すると、「受講後の意識の変化」（アンケート３参照）、「受講後の行

動の変化」（アンケート５参照）、「モチベーション維持に向けた人財塾の場の活用」

（アンケート８参照）等、多くの選択肢の割合が低下している。そのため、研修につ

いては受講生のニーズに沿ったカリキュラム編成や、開催運営等のあり方の検討が

必要であり、具体的には以下のような内容が考えられる。 
①研修修了生の抱える課題としては、受講後に新たな地域活動を計画している者の

割合が著しく低下している（アンケート５参照）ほか、地域活動を行う上で抱える

問題意識・課題としては約半数が、計画作成や効果測定などのマネジメント知識・

経験の不足を抱えている（アンケート８参照）といった結果となっており、地域活

動の計画作成や効果測定のスキル向上を図る研修が必要と考えられる。 
②研修修了生にとっては、自治体職員による活動紹介が受講意欲につながりやすい

（アンケート６参照）ことがわかった。さらに、研修修了生が求めている研修の内

容としては、住民協働や地域コーディネートに関する知識や技法を学びたい者が

多く（アンケート１１参照）、研修の形式としては、講義よりもフィールドワーク、

ワークショップ、ディスカッションといった能動的な参加によるものが求められ

ている（アンケート１２参照）。 
 また、研修修了生が抱える問題意識や課題の解消方法として、人財塾講師の招へいを

望む割合は少なく（アンケート９参照）、人財塾講師の派遣については、修了生の課

題解決に寄与する内容となるよう検討する必要がある。 
研修修了者へのフォローとしては、SNS やホームページで他の修了生の活動状況を知る

ことが、自身の地域活動へのモチベーション維持につながっており、修了生の活動を追跡

調査して情報を収集・発信することが有効と考えられる。 
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１．全国地域づくり人財塾（以下、「人財塾」という。）を受講した理由についてお伺いします。下

記の選択肢から該当するもの全てに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 
受講理由についてたずねたところ、今回の調査では「募集要項（ML を含む）を見て」が

37.6%と最も高く、次いで「当時の上長からの要請・命令」（30.5%）、「人事担当部署からの

要請・命令」「従前から受講してみたいと思っていた」（19.9%）の順となった。 
「募集要項（ML を含む）を見て」が最も割合が多いことから、募集要項等によりはじめ

て人財塾を知り受講するきっかけとなった者が多いこと、また、前回の調査と比べ「従前か

ら受講してみたいと思っていた」と回答した割合が大きく減少していることから、人財塾の

知名度が低下していることがうかがえる。 
 

 
  

19.9%

30.5%

12.8%

0.7%

37.6%

6.4%

19.9%

7.8%

22.3%

37.6%

7.2%

0.3%

3.2%

31.8%

3.2%

13.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

人事担当部署からの要請・命令

当時の上長からの要請・命令

庁内の地域づくり関係者からの紹介

地域づくり団体やNPOからの紹介

募集要項（MLを含む）を見て

（R1のみの選択肢）

人財塾の修了生からの紹介

従前から受講してみたいと思っていた

特になし

（H27のみの選択肢）

その他

R1調査(N=141) H27調査(N=346)
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２．人財塾の受講により、貴方の意識は変化しましたか。「はい」、「いいえ」のどちらかでお答

えください。 
 
受講後の意識の変化についてたずねたところ、意識の変化があった（「はい」を回答）と

答えた回答者は 97.2%、意識の変化がなかった（「いいえ」を回答）と答えた回答者は 2.8%
だった。 
人財塾における研修内容は、受講による意識の変化という点においては、有効なものとな

っていることがうかがえる。 
 

 
 

  

はい, 
97.2%

いいえ, 
2.8%
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３．人財塾の受講により、貴方の意識は何が変化しましたか。下記の選択肢から該当するもの

全てに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 
受講後の意識の変化についてたずねたところ、今回の調査では「人的ネットワークの大切

さを感じた」が 56.2%と最も高く、次いで「地域の見方・考え方が変わった」（50.4%）、「や

る気、元気が出た」（48.9%）の順となった。 
前回の調査においても、「人的ネットワークの大切さに対する意識・認識」の回答は最も

割合が多く、このことは人財塾受講による意識の変化の内容として、一貫して重要なものと

なっていることがうかがえる。一方で、前回の調査に比べて全体的に意識が変化した割合が

低下しており、受講生のニーズを捉えたカリキュラム編成の検討が必要である。 
 
（前回の調査は、各項目について 5 段階での変化の度合いを聞いており、上位２段階であ

る「とても変わった」及び「変わった」の回答合計数を今回の調査の各選択肢への回答に相

当するとみなして集計した。同様に、以下に掲載するアンケート項目の５、１１、１２、１

４については 5 段階の上位２段階の回答合計数を以て今回の調査と比較した。） 
 

 

  

50.4%

48.9%

43.8%

44.5%

42.3%

56.2%

41.6%

3.6%

78.3%

76.9%

75.1%

78.9%

79.8%

81.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

地域の見方・考え方が変わった

やる気、元気が出た

活動の企画、行動のヒント・アイデアが生まれた

改めて地域のことを学ぶ気持ちが生まれた

地域の人とのコミュニケーションに対する意識・認識

が変わった

人的ネットワークの大切さを感じた

これからも「地域活動」にかかわり続けたいと思った

(R1のみの選択肢)

その他

R1調査(N=137) H27調査(N=346)
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（参考）H27 調査（N=346） 
人財塾等の受講により、貴方の意識はどのように変化しましたか。下記の項目それぞれ

について、５段階でお答えください。（○はそれぞれ一つ） 

 
 
  

12.1%

17.6%

15.9%

22.8%

24.3%

31.2%

66.2%

59.2%

59.2%

56.1%

55.5%

50.6%

13.9%

16.8%

19.9%

15.3%

15.0%

12.1%

4.9%

4.9%

3.5%

3.5%

2.9%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域の見方・考え方

やる気、元気

活動の企画、行動のヒント・アイデアの捉え方

改めて地域のことを学ぶ気持ち

地域の人とのコミュニケーションに対する意識・認識

人的ネットワークの大切さに対する意識・認識

とても変わった 変わった どちらともいえない あまり変わらない 変わらない 無回答
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４．人財塾の受講により、貴方の行動は変化しましたか。「はい」、「いいえ」のどちらかでお答

えください。 
 
受講後の行動の変化についてたずねたところ、変化があった（「はい」を回答）と答えた

回答者は 73.8%、変化がなかった（「いいえ」を回答）と答えた回答者は 22.7%だった。 
上述のアンケート２（受講後の意識の変化に関する設問）において 97.2%の受講生が受講

後に意識が変化したと回答したにも関わらず、行動の変化へと結びついていない受講生が

22.7%も存在していることから、いかにして行動に結びつけていくかについて、検討する必

要がある。 
 

 
 
  

はい, 73.8%

いいえ, 
22.7%

無回答, 
3.5%
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５．人財塾の受講により、貴方のどのような行動をとっていますか。下記の選択肢から該当す

るもの全てに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 
受講後の行動の変化についてたずねたところ、今回の調査では「人財塾で得た知見を同

僚・部下、関係者に教えている」が 47.1%と最も高く、次いで「従来から行っている「地域

活動」の見直し等を行った」（31.7%）、「「地域活動」に関する勉強会に参加している」（25.0%）

の順となった。 
前回の調査でも、「人財塾で得た知見を同僚・部下、関係者に教えている」が最も多いこ

とから、身近な人への知見の共有については、人財塾修了生を中心とした同僚・部下、関係

者を対象とした自主的な勉強会等の開催を推進していくことが有効であると考える。 
「新たな「地域活動」を計画している」と回答が前回の調査に比べ著しく低下しているこ

とから、地域活動を計画する上で必要となるスキルが身につくためのカリキュラム等につ

いて検討する必要がある。 
 

 
  

12.5%

21.2%

31.7%

47.1%

25.0%

20.2%

11.5%

8.7%

37.3%

34.1%

3.8%

34.7%

58.1%

35.8%

34.7%

22.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

新たな「地域活動」を計画している

新たな「地域活動」を始めた

休止していた活動を次々に再開した

（H27のみの選択肢）

従来から行っている「地域活動」の見直し等を

行った

人財塾で得た知見を同僚・部下、関係者に

教えている

「地域活動」に関する勉強会に参加している

「行動宣言」を実践している

自分の知見やネットワークを後任者に引き継いだ

その他 （R1のみの選択肢）

R1調査(N=104) H27調査(N=346)
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（参考）H27 調査（N=346） 
人財塾等の受講により、貴方の行動はどのように変化しましたか。下記の項目それぞれに

ついて、５段階でお答えください。（○はそれぞれ一つ） 

 
 
  

6.6%

7.2%

0.9%

4.6%

9.5%

7.8%

4.9%

2.9%

30.6%

26.9%

2.9%

30.1%

48.6%

28.0%

29.8%

19.4%

28.0%

24.3%

22.5%

25.7%

20.5%

22.5%

38.4%

31.5%

20.8%

19.1%

18.8%

17.6%

15.9%

17.3%

13.6%

17.3%

13.6%

22.3%

54.0%

20.8%

4.6%

23.4%

12.4%

27.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新たな「地域活動」を色々と計画している

新たな「地域活動」を色々と始めた

休止していた活動を次々に再開した

従来から行っている「地域活動」方法の見直し等を

行った

人財塾で得た知見を同僚・部下、関係者に

教えている

「地域活動」に関する勉強会に度々参加している

「行動宣言」を実践している

自分の知見やネットワークを後任者に引き継いだ

とても該当している 該当している どちらともいえない あまり該当していない 該当していない 無回答



10 
 

６．どのような仕組みが人財塾にあると、受講意欲が高まると思いますか。下記の選択肢から

該当するもの全てに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 
人財塾の受講意欲を高める方法についてたずねたところ、今回の調査では「自治体職員に

よる多彩な活動紹介」が 60.3%と最も高く、次いで「修了生ネットワークの周知」（32.6%）、

「自主勉強会（フォローアップ研修）の周知」（29.8%）の順となった。 
前回の調査においても、「自治体職員による多彩な活動紹介」の回答は最も割合が多いな

ど、同様の傾向がうかがわれ、自治体職員による様々な活動事例を知ることや、修了生ネッ

トワークの周知、自主勉強会の周知が受講意欲につながりやすいと考えられる。 
 

 

 
  

2.8%

32.6%

28.4%

29.8%

9.9%

60.3%

24.8%

9.2%

2.9%

24.3%

22.8%

25.4%

22.5%

62.7%

7.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

修了証発行の事前周知

修了生ネットワークの周知

ステップアップ研修の周知

自主勉強会（フォローアップ研修）の周知

修了生からの受講の呼びかけ

自治体職員による多彩な活動紹介

修了生に対する資格制度・段位制の導入

（R1のみの選択肢）

その他

R1調査(N=141) H27調査(N=346)
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７．貴方は現在、「地域活動」を行っていますか。「はい」、「いいえ」のどちからでお答えくださ

い。 
 
「地域活動」の取組の有無についてたずねたところ、今回の調査では地域活動に取り組ん

でいる（「はい」を回答）と答えた回答者は 70.2%、取り組んでいない（「いいえ」を回答）

と答えた回答者は 29.1%だった。 
前回の調査と比較すると、取り組んでいる者の割合はやや減少（2.1 ポイント減少）とな

った。 
 
（前回の調査は、取組の有無は聞かず、活動の分野や範囲等を聞いており、分野や範囲等の

いずれか１つ以上回答があった者の数を今回の調査の「はい」の回答（＝地域活動を行って

いる）に相当するとみなして集計した） 
 

 
  

70.2%

72.3%

29.1% 0.7%

27.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1調査(N=141)

H27調査(N=346)

はい いいえ 無回答 H27回答なし
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９．貴方が現在、「地域活動」を行う上で抱える問題意識・課題についてお伺いします。下記の

選択肢の中から該当するもの全てに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 
「地域活動」を行う上で抱える問題意識・課題についてたずねたところ、今回の調査では

「計画作成や効果測定などマネジメント知識・経験の不足」が 48.5%と最も高く、次いで

「行っている「地域活動」の専門知識・経験の不足」（28.3%）、「「地域活動」の理論や哲学

が脆弱」（27.3%）の順となった。 
前回の調査と比較すると、「計画作成や効果測定などマネジメント知識・経験の不足」（24.2

ポイント増加）、「「地域活動」の理論や哲学が脆弱」（10.9 ポイント増加）の増加が目立ち、

汎用的な理論や知識が必要とされていることがうかがえる。 
 

 
 
  

27.3%

48.5%

24.2%

28.3%

8.1%

14.1%

20.2%

12.1%

15.2%

16.4%

24.3%

26.6%

26.6%

4.0%

11.3%

23.7%

19.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

「地域活動」の理論や哲学が脆弱

計画作成や効果測定などマネジメント知識・経験の

不足

熱意や意欲の低下

行っている「地域活動」の専門知識・経験の不足

六次産業化や福祉等の専門情報の入手先が不明

相談相手やサポート体制がない

一緒に活動してくれる人がいない

問題意識や課題は特にない （R1のみの選択肢）

その他

R1調査(N=99) H27調査(N=177)
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１０．前の設問でお答えになられた問題意識や課題の解消の方法についてお伺いします。下

記の選択肢の中から該当するもの全てに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 
問題意識や課題の解消方法についてたずねたところ、今回の調査では「先輩や地元関係者

への相談」が 53.5%と最も高く、次いで「参考文献を読むなどの独学」、（28.3%）、「人的ネ

ットワークを使った応援依頼」（22.2%）の順となった。 
前回の調査においても同様の傾向となっており、特に「先輩や地元関係者への相談」にお

いてはその割合がさらに増加（12.8 ポイント増加）している。 
人財塾講師の招聘については、前回の調査よりも微増しているが、他の回答に比べ回答割

合が低くなっている。人財塾講師の派遣については、国費による支援を講じていることもあ

り、修了生の課題解決に寄与する内容となる派遣について検討する必要がある。 
 

 
 
  

28.3%

53.5%

12.1%

9.1%

22.2%

16.2%

17.2%

8.1%

10.1%

26.0%

40.7%

15.3%

7.3%

26.6%

14.7%

11.3%

15.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

参考文献を読むなどの独学

先輩や地元関係者への相談

自主勉強会の開催

人財塾講師の招聘

人的ネットワークを使った応援依頼

アドバイザー等専門家の招聘

研修会への参加（■■セミナー、●●塾など）

先輩修了生との意見交換・情報交換

（R1のみの選択肢）

その他

R1調査(N=99) H27調査(N=177)
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１１．貴方ご自身、あるいは、地域の「地域活動」に対するモチベーション維持に向け、人財塾

の場の活用についてお伺いします。下記の選択肢の中から該当するもの全てに○をつけてく

ださい。（○はいくつでも） 
 
「地域活動」に対するモチベーション維持に向けた、人財塾の場の活用の方法についてた

ずねたところ、今回の調査では「SNS やホームページで他の修了生の活動状況を知ること」

が 56.6%と最も高く、次いで「SNS やホームページ、人財塾教材等で自らの活動が紹介さ

れること」（26.3%）、「近隣地域の修了生有志等が集まった勉強会で自らの活動を発表する

こと」「メーリングリスト等で定期的な情報提供を受けること」（23.2%）の順となった。 
前回の調査においても、「SNS やホームページで他の修了生の活動状況を知ること」の回

答は最も割合が高く、SNS やホームページでの情報発信が依然として効果的だと考えられ

る。 
修了生の活動状況を知ることについての回答の割合が増加していることを考慮すると、

自身の活動の成果や現状のアウトプットよりも、他者の活動事例をインプットすることが

求められていると考えられる。その媒体については、SNS やホームページといった視覚的

に情報が得られる媒体が求められる一方で、メーリングリスト等といった文字情報が求め

られるニーズは減少傾向にあることがうかがわれる。 
また、人財塾や勉強会で自らの活動を発表することや、講師や人財塾受講生が自らの地域

へ訪問することについての回答の割合は大きく減少している状況については、受講生のニ

ーズに沿った人財塾のカリキュラムや開催・運営等のあり方について検討する必要がある。 

 

11.1%

23.2%

26.3%

18.2%

11.1%

56.6%

23.2%

39.1%

47.2%

35.7%

39.1%

36.2%

49.4%

39.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

人財塾の場で自らの活動を発表すること

近隣地域の修了生有志等が集まった勉強会で自らの

活動を発表すること

SNSやホームページ、人財塾教材等で自らの

活動が紹介されること

人財塾講師等に自らの活動地域を訪問してもらうこと

人財塾（フィールドワーク型）の訪問地として自らの

活動地が選ばれること

SNSやホームページで他の修了生の活動状況

を知ること

メーリングリスト等で定期的な情報提供を受けること

R1調査(N=99) H27調査(N=235)
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（参考）H27 調査（N=235） 
貴方ご自身、あるいは、地域の「地域活動」に対するモチベーション維持に向け、人財塾

等の場の活用についてお伺いします。 
下記の項目それぞれについて、５段階でお答えください。（○はそれぞれ一つ） 

 
 
  

12.3%

14.0%

9.4%

13.6%

15.3%

11.9%

6.8%

26.8%

33.2%

26.4%

25.5%

20.9%

37.4%

32.8%

23.4%

21.7%

29.4%

28.1%

27.7%

19.1%

26.4%

8.5%

4.7%

6.4%

5.5%

7.2%

3.8%

5.1%

4.7%

2.1%

3.8%

2.6%

4.3%

3.0%

4.7%

24.3%

24.3%

24.7%

24.7%

24.7%

24.7%

24.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人財塾の場で自らの活動を発表すること

近隣地域の修了生有志等が集まった勉強会で自らの

活動を発表すること

総務省SNSやホームページ、人財塾教材等で自らの

活動が紹介されること

人財塾講師等に自らの活動地域を訪問してもらうこと

人財塾（フィールドワーク型）の訪問地として自らの

活動地が選ばれること

総務省SNSやホームページで他の修了生の活動状況

を知ること

メーリングリスト等で定期的な情報提供を受けること

とても役に立つと思う 役に立つと思う どちらともいえない

あまり役に立つと思わない 役に立つと思わない 無回答
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１２．全ての方にお伺いします。貴方が今後受講したいと考える研修内容についてお伺いしま

す。下記の選択肢の中から該当するもの全てに○をつけてください。（○はいくつでも） 

 
今後受講したいと考える研修内容についてたずねたところ、今回の調査では「地域住民の

モチベーションの上げ方や合意形成手法など住民協働に関する知識や技法を学ぶ研修」が

61.7%と最も高く、次いで「地域コーディネートに関する知識や技法を学ぶ研修」（47.5%）、

「事業計画づくりや効果測定などマネジメントに関する知識や技法を学ぶ研修」「それぞれ

の「地域活動」の課題を取り上げ、その解決法を探求する研修」（39.7%）の順となった。 
前回の調査においても同様の傾向がうかがわれ、特に「地域住民のモチベーションの上げ

方や合意形成手法など住民協働に関する知識や技法を学ぶ研修」の回答は最も割合が高い。 
 

 
 
  

61.7%

39.7%

47.5%

39.7%

39.0%

79.8%

67.3%

73.1%

65.3%

62.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

地域住民のモチベーションの上げ方や合意形成

手法など住民協働に関する知識や技法を学ぶ研修

事業計画づくりや効果測定などマネジメントに関する

知識や技法を学ぶ研修

地域コーディネートに関する知識や技法を学ぶ研修

それぞれの「地域活動」の課題を取り上げ、その

解決法を探求する研修

先進的な事例のケーススタディからハウツーを学ぶ

研修

R1調査(N=141) H27調査(N=346)
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（参考）H27 調査（N=346） 
全ての方にお伺いします。貴方が今後受講したいと考える研修内容についてお伺いしま

す。 
下記の項目それぞれについて、５段階でお答えください。（○はそれぞれ一つ） 

 

 
  

33.8%

24.0%

24.6%

20.2%

17.6%

46.0%

43.4%

48.6%

45.1%

44.8%

13.0%

23.4%

20.2%

26.0%

26.3%

2.9%

4.6%

3.8%

4.6%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域住民のモチベーションの上げ方や合意形成

手法など住民協働に関する知識や技法を学ぶ研修

事業計画づくりや効果測定などマネジメントに関する

知識や技法を学ぶ研修

地域コーディネートに関する知識や技法を学ぶ研修

それぞれの「地域活動」の課題を取り上げ、その

解決法を探求する研修

先進的な事例のケーススタディからハウツーを学ぶ

研修

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまり思わない 思わない 無回答
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１３．貴方が今後受講したいと考える研修のスタイルについてお伺いします。下記の選択肢の

中から該当するもの全てに○をつけてください。（○はいくつでも）。 
 
今後受講したいと考える研修のスタイルについてたずねたところ、今回の調査では「フィ

ールドワークを中心とした研修」が 55.3%と最も高く、次いで「講師との対話やディスカッ

ションを中心とした研修」（48.9%）、「ワークショップや演習を中心とした研修」（46.1%）

の順となった。 
前回の調査においても、同様の傾向がうかがわれ、座学よりも、フィールドワーク、講師

との対話、ワークショップ等、自身で考え、議論しながら進めていくスタイルが求められて

いる。 
 

 
 
  

29.8%

48.9%

46.1%

55.3%

24.8%

14.9%

3.5%

23.7%

41.9%

41.6%

48.3%

22.0%

13.3%

2.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

講義を中心とした研修

講師との対話やディスカッションを中心とした

研修

ワークショップや演習を中心とした研修

フィールドワークを中心とした研修

人財塾修了生等による定期的な勉強会的な

研修

講師から個別指導が受けられる研修

その他

R1調査(N=141) H27調査(N=346)
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１４．前の設問で「人財塾修了生等による定期的な勉強会的な研修」とお答えの方にお伺いし

ます。どのようなスタイルが良いですか。下記の選択肢の中から該当するもの全てに○をつけ

てください。（○はいくつでも） 
 
さらに、上記設問において、「人財塾修了生等による定期的な勉強会的な研修」と回答し

た者を対象に、さらに具体的な研修のスタイルについてたずねたところ、今回の調査では

「同じ問題意識/課題を有した修了生有志等が集まった勉強会」が 74.3%と最も高く、次い

で「近隣地域の修了生有志等が集まった勉強会」（71.4%）の順となった。 
前回の調査においても、同様の傾向がうかがわれ、同じ問題意識や課題、あるいは近傍の

地域の者との勉強会の方が求められている。 
その一方で、「人財塾の講師がいる勉強会」は今回の調査では 45.7%、前回の調査では

80.3％と大きく減少しており、その要因の分析と、人財塾講師の派遣について、そのあり方

を検討する必要がある。 
 

 
 
  

74.3%

71.4%

20.0%

45.7%

42.9%

25.7%

92.1%

90.8%

48.7%

80.3%

68.4%

55.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

同じ問題意識/課題を有した修了生有志等が

集まった勉強会

近隣地域の修了生有志等が集まった勉強会

SNSを通じた修了生有志等による勉強会

人財塾の講師がいる勉強会

参加者が互いの活動報告をして相互に学び合う

勉強会

新たな「地域活動」を立ち上げることを目的とした

勉強会

R1調査(N=35) H27調査(N=76)
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（参考）H27 調査（N=76） 
前の設問で「人財塾修了生等による定期的な勉強会的な研修」とお答えの方にお伺いし

ます。どのようなスタイルが良いですか。 
下記の項目それぞれについて５段階でお答えください。(○はそれぞれ一つ) 

 
 
 
  

38.2%

48.7%

7.9%

34.2%

28.9%

21.1%

53.9%

42.1%

40.8%

46.1%

39.5%

34.2%

6.6%

9.2%

46.1%

13.2%

23.7%

26.3%

2.6%

5.3%

5.3%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同じ問題意識/課題を有した修了生有志等が

集まった勉強会

近隣地域の修了生有志等が集まった勉強会

SNSを通じた修了生有志等による勉強会

人財塾等の講師がいる勉強会

参加者が互いの活動報告をして相互に学び合う

勉強会

新たな「地域活動」を立ち上げることを目的とした

勉強会

とてもそう思う そう思う どちらともいえない あまり思わない 思わない 無回答
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●地域別の集計 
それぞれの選択肢に対し、地域別に集計すると、「同じ問題意識/課題を有した修了生有志

等が集まった勉強会」は、関東・北陸、北海道・東北で志向する傾向がみられる。 
「近隣地域の修了生有志等が集まった勉強会」は、関東・北陸、北海道・東北、近畿、九

州で志向する傾向がみられる。 
「SNS を通じた修了生有志等による勉強会」は、九州・沖縄、関東・北陸で志向する傾

向がみられる。 
「人財塾の講師がいる勉強会」は、関東・北陸、北海道・東北で志向する傾向がみられる。 
「参加者が互いの活動報告をして相互に学び合う勉強会」は、関東・北陸、北海道・東北、

九州・沖縄で志向する傾向がみられる。 
「新たな「地域活動」を立ち上げることを目的とした勉強会」は、九州・沖縄、北海道・

東北、近畿、で志向する傾向がみられる。 
 

 

26.9%

24.0%

0.0%

25.0%

26.7%

22.2%

34.6%

32.0%

28.6%

37.5%

26.7%

11.1%

3.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

11.1%

11.5%

16.0%

14.3%

12.5%

6.7%

22.2%

7.7%

8.0%

14.3%

12.5%

13.3%

0.0%

15.4%

20.0%

42.9%

12.5%

26.7%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

同じ問題意識/課題を有した修了生有志等が

集まった勉強会（N=26）

近隣地域の修了生有志等が集まった勉強会

（N=25）

SNSを通じた修了生有志等による勉強会（N=7）

人財塾の講師がいる勉強会（N=16）

参加者が互いの活動報告をして相互に学び合う

勉強会（N=15）

新たな「地域活動」を立ち上げることを目的とした

勉強会（N=9）

北海道・東北

関東・北陸

東海

近畿

中国・四国

九州・沖縄


